調査票
Ⅰ　汚濁負荷量測定結果

１　事業場名（未稼働の事業場については、当該項目を記入の上返送ください。）
	指定地域内事業場名
	

	所在地
	〒
松山市

	担当者名
	

	所属（部課名等）
	

	連絡先
（電話番号・送付先等）
	

	浄化槽保守点検業者名
・担当者名・連絡先
	


２　汚濁負荷量測定手法

	COD測定手法
	窒素測定手法
	りん測定手法
	流量計の種類
	測定頻度

	
	
	
	
	　　回/　　日


（注）ＣＯＤ測定方法は、ＵＶ計、ＣＯＤ計、手分析（ＪＩＳ）等を記入してください。

　　　窒素測定手法及びりん測定手法は、自動測定器、手分析（ＪＩＳ）等を記入してください。

流量計の種類は、電磁流量計、積算体積計、三角セキ等を記入してください。

　　　測定頻度は、毎日、１回／７日、１回／14日、１回／30日等を記入してください。

３　汚濁負荷量測定結果

　　　別紙１～３に記入してください。
４　201人槽以上のし尿浄化槽設置事業場の居住人数

	居住人数（人）

	


５　公共下水道における排水量及び負荷量内訳（※下水道浄化センターのみ記入）
	
	総量(年平均)
	生活系
	産業系
	畜産系
	その他系

	排水量(ｍ3/日)
	
	
	
	
	

	負荷量(kg/日)
	ＣＯＤ
	
	
	
	
	

	
	窒　素
	
	
	
	
	

	
	燐
	
	
	
	
	


Ⅱ　汚濁負荷量削減対策について

１　令和４年度中における汚濁負荷量の削減のために実施した対策（工程内対策、処理施設の改善・更新等）について、記載してください。
　　　
　　　
　　　
　　　
　　　
　　　
　　　
２　Ⅰの３の別紙３で、特定排出水量最大日の排出水量が許可（届出）値を超えている事業場及び、汚濁負荷量最大日の負荷量が総量規制基準値を超えている事業場については、超過した理由と基準遵守のためにとった対策を下記にご記入ください。

	超過項目
	理　　由
	対　　策

	（記載例）

ＣＯＤ
	処理施設の故障
	R3.●.●
処理施設の修理

	
	
	

	
	
	


「Ⅰ　汚濁負荷量測定結果」の記入要領

報告は、令和４年４月１日から令和５年３月３１日までの期間における特定排出水量、汚濁負荷量等の測定結果とします。
１「事業場名」について
「担当者名」は、報告内容に関する問合わせに対応できる方を記入してください。
また、文書等の送付先が事業場所在地と異なる場合には、「連絡先」の欄に送付先として、会社名、送付先住所、郵便番号等を記入してください。

なお、氏名、名称及び住所、法人にあってはその代表者の氏名、事業場の名称及び所在地を、申請若しくは届出時から変更している事業場は、氏名等変更届出書を松山市に提出してください。
２「汚濁負荷量測定手法」について
届出時から測定手法を変更している場合は、再度届出を行ってください。
３「汚濁負荷量測定結果」について
※　汚濁負荷量(kg/日)＝１日の平均濃度(mg/L)×１日の特定排出水量(ｍ3/日)÷１０００

水量は整数で記入し、汚濁負荷量及び水質はＣＯＤ・窒素は小数点以下第１位まで、りんについては小数点以下第２位まで記入します。
別紙１の「月平均の測定結果」の各月毎の測定結果については、各月毎の平均値を記入します。
別紙２の「汚濁負荷量等最大日の状況」については、令和４年４月１日から令和５年３月３１日までの期間における汚濁負荷量の全測定日の中から、汚濁負荷量が最大の日及び特定排出水量が最大の日を探し、それぞれの日の特定排出水量、濃度、汚濁負荷量を記入します。
別紙３については、必要事項を記載しているものであれば、別の様式のものを用いても差し支えありません。
（注）201人槽以上のし尿浄化槽を設置しているところで、マンション、住宅団地、ｺﾐｭﾆﾃｨﾌﾟﾗﾝﾄ、農業（漁業）集落排水施設について、令和４年度末現在における居住人口（夜間人口）を記入すること（役場、学校、病院、ｽｰﾊﾟｰ等は該当しない）。








